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キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
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ル
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足
諭
」
に
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い
て
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目
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一
、
序
二
、
比
較
生
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費
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と
不
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競
争
三
、
合
衆
国
内
部
に
お
け
る
長
期
的
調
整
策
の
拒
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四
、
資
本
輸
出
と
循
環
的
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衡
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、
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掲
載
キ
ン
ド
ル
．
バ
ー
ガ
ー
の
「
ド
ル
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論
」
に
つ
い
て
二
九
経
営
と
経
済
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一
、
序
キ
γ
ド
ル
ベ
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ガ
1
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足
論
」
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が
、
と
の
問
題
に
関
す
る
枇
私
的
利
人
日
的
次
労
作
で
あ
る
と
ん
)
は
、
市
主
ね
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
乙
甲
均
一
で
あ
る
n
交
と
と
に
「
仰
は
性
的
ド
ル
不
足
」
と
そ
は
戦
後
の
件
、
・
本
主
派
牡
外
に
わ
け
る
引
間
の
楽
小
的
表
現
で
あ
り
、
す
べ
て
の
経
済
学
汗
に
対
決
を
泊
る
問
問
と
い
い
作
る
で
あ
ろ
う
。
就
中
川
'
加
の
治
行
が
プ
レ
T
Y
ウ
ッ
ズ
抑
制
仰
を
航
仰
せ
し
め
、
間
際
貿
易
憲
章
を
流
産
せ
し
め
た
と
と
は
、
一
二
0
年
代
の
経
験
に
強
い
て
乙
れ
ム
以
後
ω同
際
結
前
椛
仙
の
仙
惣
を
法
政
づ
け
る
に
あ
や
か
つ
て
力
あ
っ
た
ケ
イ
シ
ズ
理
論
に
‘
雪
ぴ
し
い
反
省
を
認
す
も
の
で
あ
っ
矢
円
ケ
イ
γ
、
ス
別
論
の
げ
た
期
化
、
動
態
理
論
化
を
目
ざ
す
ハ
ロ
ッ
ド
の
成
長
率
理
論
が
、
か
え
る
現
宍
を
背
景
と
す
る
乙
と
は
い
う
定
も
な
い
の
又
、
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
前
掲
書
は
、
引
い
と
し
く
グ
イ
Y
ジ
ァ
γ
の
業
績
に
よ
り
つ
も
ム
も
、
ド
ル
不
足
た
る
現
実
に
直
接
立
ち
む
か
う
と
止
に
上
っ
て
、
ケ
イ
γ
ズ
理
論
か
ら
一
歩
踏
み
出
さ
ん
主
の
態
勢
一
を
示
し
て
い
る
口
更
に
欧
米
に
・
お
け
る
と
の
工
う
た
趨
勢
を
倣
戚
に
キ
ヤ
ッ
ナ
し
た
一
九
日
川
平
凶
作
で
も
、
独
日
の
立
場
か
ち
と
れ
を
批
判
的
に
摂
取
せ
ん
と
す
る
有
力
な
流
れ
が
あ
り
、
制
収
井
治
教
授
を
し
て
、
「
州
公
的
山
ハ
一
作
十
日
の
プ
ル
ジ
ヨ
ア
侃
済
学
の
方
が
成
長
以
ぃ
理
論
た
ど
を
使
ク
て
却
ク
て
具
体
的
に
問
題
を
取
扱
い
、
現
実
的
で
あ
る
ペ
三
マ
ル
ク
ス
粍
前
半
が
川
公
的
問
際
何
似
論
に
伊
山
討
を
や
っ
し
て
、
兵
休
的
友
問
題
を
処
理
し
得
な
い
と
い
う
脊
現
匁
を
呈
し
て
い
る
。
」
(
詑
1
)
と
い
わ
し
め
る
に
平
一
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
竿
者
は
先
に
、
内
外
に
治
け
る
上
一
一
村
山
の
如
き
勃
向
在
、
「
川
辺
町
命
へ
の
ぷ
向
」
と
し
て
把
拐
し
、
と
れ
を
理
論
的
に
批
判
す
る
機
会
を
も
づ
た
。
(
註
2
)
そ
の
際
キ
Y
ド
ル
パ
1
ガ
ー
に
も
苅
干
の
一
一
一
け
及
た
試
み
交
が
、
脱
杭
直
後
彼
の
新
著
「
国
際
経
済
学
」
(
ぷ
旦
2
'
st。
ロ
包
問
。
。
ロ
。
百
戸
。
ω
3
3
8
)
を
入
手
し
た
の
で
、
拙
・
制
に
・
お
い
て
は
、
専
ら
L
T
γ
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
両
著
を
と
り
上
げ
、
現
実
乏
の
関
述
に
沿
い
て
八
万
析
の
意
義
と
限
界
を
明
か
に
す
る
と
と
に
よ
り
、
私
見
を
一
同
強
固
た
ら
し
め
る
と
と
を
目
的
と
し
た
い
。
(詰
1
)
松
井
市
、
「
資
本
書
積
と
外
同
貿
易
」
(
経
済
論
議
、
第
七
一
一
一
粍
第
一
号
、
昭
和
二
九
年
一
月
)
二
一
丸
(ぷ
2
)
州
倒
、
「
川
際
桁
術
開
論
に
お
け
る
構
造
理
論
へ
の
志
向
と
そ
の
批
判
」
(
間
出
バ
シ
キ
γ
グ
、
第
七
コ
一
号
、
昭
和
二
九
年
四
月
一
日
)
六
六
K
l
入
四
一
丸
一
一
、
比
較
生
産
投
原
町
と
不
完
会
競
争
ド
ル
不
足
が
八
日
来
川
ω絞
朴
一
山
牧
之
に
む
け
る
刊
仇
的
山
川
必
に
山
米
す
る
と
見
な
す
の
は
、
最
も
常
識
的
な
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
・
伏
術
的
治
必
山
中
g
z
m
o同
Z
岳
ロ
O
H
O
同一
g
ご】円。
m円2
ω
K
る
概
ヘ
ル
を
用
い
て
乙
の
現
品
川
引
を
説
明
せ
ん
と
し
た
パ
ロ
ー
が
、
「
工
業
の
技
術
的
mh小
山
下
以
、
他
ω如
何
た
る
川
に
わ
け
九
上
り
も
八
日
米
川
に
む
い
て
速
か
で
あ
り
、
均
衡
の
達
成
を
妨
げ
て
い
る
口
比
較
的
に
能
率
の
劣
ク
て
い
る
か
、
主
に
わ
い
て
す
ら
、
ん
い
た
川
口
引
利
K
川
仇
な
占
め
つ
L
あ
る
上
う
に
思
わ
れ
る
Q
」
(
註
3
)
と
い
う
と
き
、
比
較
生
産
費
以
却
に
招
く
古
典
的
川
枚
以
ナ
ン
セ
シ
ス
し
ι
M
Jに
-h
れ
る
に
弔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
ハ
1
パ
ラ
ー
と
と
も
に
比
較
生
向
折
、
原
理
の
市
川
一
的
必
w
J
m
花
川
め
、
介
米
同
の
目
的
は
泊
代
の
交
投
性
を
も
ク
た
多
角
的
世
界
の
建
設
に
あ
る
と
し
乍
ら
も
、
尚
古
典
派
貿
易
理
論
の
上
っ
て
光
つ
品
川
山
的
治
的
川
な
十
八
乃
内
引
す
る
か
此
に
、
(
一
一
社
4
)
「
動
態
的
諸
条
件
の
下
に
沿
い
て
は
、
比
較
生
産
費
原
理
が
輸
出
入
椛
成
の
変
化
立
川
市
，
す
る
と
さ
、
消
火
の
収
抗
に
川
一
巡
す
る
ο
」
(
t
吋
宮
口
ψ
}
}
凶円
ω
F
R
E肉
ω
w
u
H
V
H
∞lmw
以
下
特
別
必
要
注
場
合
を
除
き
り
-m・
と
川
町
一
一
心
し
て
一
向
殺
を
示
す
)
と
と
を
認
め
る
。
而
し
て
、
現
尖
の
泊
引
い
に
治
い
て
生
や
る
訪
問
難
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
乙
そ
不
完
全
競
争
m
A
で
あ
り
、
そ
の
同
際
経
済
同
へ
の
適
用
を
以
て
、
自
ら
の
一
ド
ル
不
足
分
析
の
副
花
物
た
ら
し
め
ん
と
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
ロ
・
ω
'
M
M叩
l
l
H
O
)
以
上
の
よ
う
訟
防
相
叫
に
接
す
る
時
、
苦
々
は
、
「
国
際
経
済
学
」
(
戸
司
・
出
向
g
a
-
-
A
E
R
s
t。
gH
開。。ロ
O
百円。
ω
w
z
一百円
2
0虫
色
。
p
z
m
q
B
ω
ω
W
H
o
-
8品。門日目立。
P
守口・
3ω
句
〉
に
ゐ
け
る
ハ
ロ
ッ
ド
の
方
法
論
を
想
起
せ
ざ
る
を
符
た
い
。
ハ
ロ
ヅ
ド
は
先
守
、
貿
易
の
伐
の
川
間
と
し
て
、
「
一
一
国
の
生
産
資
源
を
具
ク
た
諸
職
業
問
に
分
配
す
る
故
苦
の
方
法
如
何
」
と
い
う
設
問
を
か
ふ
げ
、
比
較
生
産
刊
行
、
以
現
に
そ
ω仰
符
を
見
出
し
た
。
然
し
乍
ら
、
「
乙
れ
は
、
国
際
分
業
の
可
能
性
か
ら
全
部
的
な
牧
誌
を
収
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
如
.•• 
何
た
る
こ
と
が
起
る
べ
き
か
ゼ
品
述
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ね
」
(
註
5
)
け
だ
し
、
比
較
生
産
費
原
理
は
自
由
貿
易
条
件
放
に
問
内
に
お
け
る
完
全
競
争
条
件
に
立
脚
し
て
ゐ
り
、
現
実
に
む
い
て
乙
の
条
件
が
み
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
可
能
的
利
益
が
そ
の
ま
L
現
実
的
利
治
に
た
る
保
誌
は
な
い
か
ら
で
あ
る
自
問
し
て
ハ
ロ
ッ
ド
が
、
か
L
る
「
条
件
の
欠
快
」
(
註
6
)
に
ク
い
て
説
明
す
る
場
合
、
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
不
完
全
競
争
の
現
実
で
あ
ク
た
。
以
下
舌
え
は
、
キ
シ
ド
ル
パ
1
ガ
1
に
即
し
ク
L
、
上
キ
ン
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
経
蛍
と
経
済
記
の
方
法
論
が
ア
メ
リ
カ
の
外
国
貿
易
に
適
用
さ
れ
る
と
き
、
如
何
た
る
意
義
を
も
っ
か
を
究
明
し
た
い
の
先
十
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
貿
易
に
ク
い
て
。
第
二
次
大
戦
直
前
に
沿
い
て
、
合
衆
国
の
輸
出
口
問
中
半
ば
以
上
は
工
業
製
品
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
工
業
製
品
が
農
産
物
に
比
し
て
向
い
所
符
弾
力
性
を
も
っ
乙
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
英
独
等
ω工
業
向
と
比
べ
て
も
向
合
衆
間
輸
出
品
の
所
得
弾
力
性
が
向
い
こ
と
は
、
(
註
7
)
合
衆
国
が
、
伝
統
的
工
業
製
品
に
沿
い
て
弱
く
、
世
界
市
場
に
あ
っ
て
新
し
ペ
モ
の
地
位
を
高
め
つ
L
あ
る
市
川
口
m
の
輸
出
に
沿
い
て
優
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
基
く
。
而
し
て
、
「
合
衆
国
が
技
術
的
革
新
の
実
端
を
行
き
、
且
高
度
の
治
政
水
準
と
能
不
的
友
生
産
の
為
不
可
欠
な
新
興
商
品
を
輸
出
し
て
い
る
と
い
う
事
宍
は
、
貿
易
調
整
の
問
題
に
主
要
な
立
味
を
も
ク
。
」
8
・ω・】
M
H
a
)
即
ち
、
多
様
な
品
質
を
も
ち
、
販
売
費
用
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
ク
て
市
坊
を
開
拓
し
得
る
工
業
製
品
は
、
販
じ
川
内
川
川
が
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
た
後
に
お
い
て
そ
の
限
界
費
用
が
激
減
す
る
。
乙
の
場
合
企
業
家
は
、
限
界
に
お
け
る
取
引
に
よ
ク
て
多
制
ω利
川
在
ね
る
が
、
外
同
市
場
は
ま
さ
し
く
限
界
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
従
ク
て
、
「
ア
メ
リ
カ
産
業
に
わ
け
る
が
如
く
大
江
次
山
山
内
小
山
肌
な
以
て
す
る
と
き
、
現
行
価
格
に
お
け
る
販
光
の
拡
張
は
、
設
備
能
力
を
完
全
且
故
大
限
に
稼
動
す
る
こ
と
上
り
も
限
児
刊
誌
ω川
大
立
も
た
、
わ
す
の
で
あ
る
。
」
(
ロ
・
ω・
司
ぬ
同
)
こ
れ
な
要
す
る
に
、
「
大
き
な
単
位
に
組
織
さ
れ
‘
必
十
し
も
先
令
川
附
状
態
に
た
い
工
主
の
生
内
物
の
的
川
上
り
す
る
利
椛
は
、
比
較
生
陀
吹
原
現
に
よ
る
円
滑
な
調
整
左
妨
げ
る
一
要
凶
と
な
る
。
」
(
ロ
-
m・
司
阻
〉
加
う
る
に
、
プ
メ
ザ
ヵ
の
的
川
工
治
製
品
、
特
に
れ
木
財
は
、
作
山
の
品
質
・
規
格
な
も
ク
が
故
に
、
一
度
そ
れ
J
に
馴
れ
た
外
同
.
市
川
女
者
は
大
き
な
椛
牧
な
し
に
は
他
に
恢
抗
す
る
乙
と
が
川
米
な
い
n
か
く
て
、
比
較
生
産
物
礼
原
理
の
要
詰
す
る
が
如
き
愉
出
品
目
惜
成
の
変
化
は
、
高
級
た
工
業
製
品
に
関
す
る
限
り
、
小
川
給
双
方
ω側
か
ら
ω判
抗
を
ひ
さ
む
こ
し
、
従
ク
て
、
そ
れ
を
輸
出
品
目
の
リ
ス
T
か
ら
落
す
為
に
は
大
幅
の
価
格
も
し
く
は
為
符
相
均
ω一
死
肋
に
上
る
判
以
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
乙
L
に
於
て
調
整
は
、
標
準
化
さ
れ
た
商
品
、
就
中
農
産
物
に
む
い
て
行
わ
る
べ
き
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
愉
出
は
両
大
戦
間
に
お
い
て
、
絶
対
的
に
は
一
九
二
四
l
五
年
平
均
の
二
一
位
ド
ル
か
ら
恐
慌
後
の
八
億
ド
ル
へ
、
叉
輸
出
総
額
中
に
占
め
る
比
豆
も
一
九
一
一
一
一
l
三
年
の
四
七
。
ハ
1
セ
y
f
か
ら
一
九
三
七
i
九
年
の
二
六
。
ハ
1
セ
γ
T
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
然
し
乍
ら
、
円
、
治
に
ル
H.
ら
ん
と
す
る
桁
性
、
故
一
び
に
工
業
へ
の
転
換
に
伴
う
諸
困
難
は
、
各
税
生
応
要
素
特
に
労
働
の
移
動
を
著
し
く
緩
慢
な
ら
し
わ
、
え
佐
山
北
必
問
な
組
織
し
、
政
府
に
働
き
か
け
て
保
護
を
要
求
す
る
が
故
に
、
調
整
は
極
め
て
困
難
と
な
ら
ざ
る
を
得
た
い
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
一
九
三
0
年
代
に
政
府
の
農
座
物
価
格
支
持
政
策
が
‘
な
け
れ
ば
、
価
格
の
下
落
に
よ
ク
て
輸
出
量
は
増
し
で
も
輸
出
額
は
減
少
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
口
而
も
今
次
犬
戦
後
、
国
際
貿
易
憲
章
の
起
草
に
際
し
、
そ
の
第
二
七
条
に
一
定
条
件
下
に
沿
い
て
は
第
一
次
商
品
生
産
者
に
対
す
る
奨
励
余
を
花
川
容
す
る
旨
を
規
定
し
、
旦
、
第
五
五
条
l
第
七
O
条
に
わ
た
る
第
六
章
に
沿
い
て
第
一
次
商
品
に
関
す
る
政
府
間
の
協
定
を
伐
っ
た
が
、
「
乙
れ
ら
の
条
項
が
入
ク
た
と
と
は
、
合
衆
同
、
特
に
比
較
生
産
費
原
理
を
主
張
し
た
ア
メ
リ
カ
問
所
作
に
対
す
る
た
均
行
の
見
仰
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ク
た
。
」
(
ロ
w
∞・同
M
M
∞
)
叉
等
し
く
標
準
化
さ
れ
た
市
川
K
一
氏
う
司
令
、
石
州
の
如
く
犬
企
業
の
陀
物
で
あ
り
且
所
得
弾
力
性
の
高
い
商
品
は
、
高
級
工
業
製
品
同
様
と
れ
を
輸
出
の
リ
ス
T
か
ら
訴
す
と
と
は
悶
怖
で
あ
る
の
更
に
、
市
同
際
n
川
と
も
い
う
べ
き
鉄
鋼
、
肥
料
、
化
学
薬
品
の
如
き
に
つ
い
て
は
、
強
力
な
カ
ル
テ
ル
組
織
の
指
導
の
下
に
貿
易
が
行
わ
れ
る
以
上
、
そ
れ
は
比
較
生
産
費
原
理
の
指
示
す
る
と
乙
ろ
か
ら
は
は
る
か
に
遠
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
友
い
。次
に
輸
入
に
づ
い
て
。
先
や
輸
入
品
需
要
の
所
得
弾
力
性
は
、
チ
ヤ
シ
、
ヒ
γ
シ
ョ
ウ
、
ア
ド
一
フ
1
等
諸
学
者
に
上
ク
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
一
七
、
一
・
0
0
、
0
・
九
七
と
計
算
さ
れ
、
叉
愉
入
総
獄
中
の
四
八
月
一
の
三
を
原
料
が
占
め
る
と
と
に
鑑
み
て
も
、
略
え
「
一
」
に
近
い
と
と
が
確
認
さ
れ
、
従
っ
て
、
「
輸
入
額
と
ド
ル
表
示
問
民
所
符
と
の
関
係
上
り
も
、
輸
入
量
と
工
業
生
産
量
左
の
関
連
の
方
が
は
る
か
に
緊
純
で
あ
る
。
(
ロ
・
ω・同
M
h
H
)
価
格
弾
力
性
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
の
存
す
る
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、
問
題
を
原
料
に
限
定
し
た
場
合
、
生
糸
、
ゴ
ム
等
の
如
き
自
然
原
料
に
対
す
る
人
造
原
料
の
代
替
性
と
、
石
油
、
鉄
鉱
石
等
に
見
ら
れ
る
国
内
資
源
の
枯
渇
に
よ
る
生
肉
質
の
逓
増
と
い
う
相
反
す
る
こ
っ
の
傾
向
が
競
合
す
る
。
而
し
て
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
長
期
に
沿
い
て
は
と
も
角
、
さ
し
当
つ
て
は
前
者
が
優
勢
で
あ
り
、
従
っ
て
、
「
ア
メ
リ
カ
に
沿
い
て
は
、
原
料
部
面
に
端
を
発
す
る
過
少
輸
入
傾
向
が
将
来
も
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
〈
ロ
・
m・
M
M
・
S
)と
い
う
の
で
あ
る
白
加
う
る
に
、
そ
の
工
業
生
産
額
及
び
貨
幣
的
国
民
所
得
に
沿
い
て
全
世
界
の
三
分
の
一
乃
至
二
令
の
一
を
占
め
る
合
衆
国
の
輸
入
市
場
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
買
手
独
占
の
立
場
に
あ
り
、
「
国
境
に
沿
け
る
国
家
権
力
り
干
渉
は
、
企
業
も
し
く
は
個
々
の
需
要
者
の
数
工
り
す
れ
ば
高
度
に
競
争
的
で
あ
る
と
見
注
さ
る
べ
き
諸
産
業
に
、
独
占
的
要
因
を
注
入
す
る
o
」
(
ロ
・
ω・可・
2
〉
と
と
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
t
A
K
治
い
て
、
輸
入
面
の
調
整
は
、
ア
メ
リ
カ
が
比
較
的
劣
位
に
あ
る
労
働
集
約
的
な
商
品
、
即
ち
低
級
繊
維
製
品
、
陶
器
、
ガ
一
フ
キ
シ
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
経
営
と
経
済
四
ス
、
靴
、
玩
具
等
の
輸
入
増
加
を
通
じ
て
行
う
と
と
を
要
部
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
と
L
で
も
亦
、
生
高
要
素
の
硬
直
性
、
並
に
当
該
生
産
者
の
組
織
的
、
政
治
的
抵
抗
に
遭
遇
せ
ざ
る
を
符
怠
い
円
況
ん
や
件
(
本
財
も
し
く
は
耐
久
性
消
費
財
の
輸
入
哨
加
に
づ
い
て
は
、
先
宇
輸
出
向
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
比
較
的
使
位
に
あ
る
乙
と
が
根
本
前
提
と
な
り
、
そ
の
上
、
ア
メ
リ
カ
人
犬
衆
の
噌
好
に
合
う
上
う
品
質
、
規
格
を
定
め
、
旦
宣
伝
の
徹
底
を
必
要
と
す
る
以
上
、
多
き
を
切
れ
み
得
た
い
の
で
あ
る
。
上
記
の
如
き
八
月
、
析
を
通
じ
て
キ
シ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
合
衆
国
に
関
す
る
か
ぎ
り
比
較
生
産
費
原
理
に
主
る
調
整
が
円
滑
に
行
わ
れ
十
、
従
ク
て
経
常
収
支
の
出
超
を
生
む
乙
と
を
認
め
て
い
る
。
而
し
て
乙
の
問
の
事
情
を
説
明
す
る
不
完
全
競
争
の
理
論
は
、
そ
の
性
質
上
流
通
商
の
八
月
析
に
止
る
と
は
い
え
、
向
同
内
市
場
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も
独
占
的
な
立
場
に
立
つ
ピ
w
ノ
グ
・
ピ
ズ
ネ
ス
の
存
在
そ
の
も
の
、
並
に
そ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
政
府
及
そ
れ
を
通
じ
て
国
際
政
治
に
及
ぼ
す
影
響
が
、
調
整
を
妨
げ
る
一
大
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
と
は
、
問
問
の
・
木
町
、
が
ア
メ
リ
カ
の
経
済
機
構
に
根
差
す
と
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
と
ろ
で
ハ
ロ
ヅ
ド
に
従
え
ば
、
貿
易
の
質
の
問
題
即
ち
生
産
要
素
の
故
泊
配
八
刀
の
問
題
は
、
産
出
高
の
絶
対
的
水
準
を
規
定
し
得
る
も
の
で
は
な
い
口
乙
t
A
に
貿
易
の
荒
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
と
き
、
そ
れ
は
所
得
、
応
怖
と
の
関
連
に
・
お
い
て
ケ
イ
γ
ジ
ア
γ
の
分
析
の
中
枢
を
占
め
る
の
で
あ
っ
た
。
ケ
イ
Y
ズ
の
来
数
八
刀
一
析
を
同
際
経
済
面
に
適
用
す
れ
ば
、
一
定
額
の
輸
出
羽
加
は
同
民
所
得
、
従
っ
て
輸
入
の
増
加
を
生
、
ぜ
し
め
る
。
然
し
乍
ら
、
そ
の
波
及
過
程
に
お
い
て
貯
訴
に
む
け
ら
れ
る
部
併
は
漏
損
と
な
り
、
そ
の
故
に
、
誘
発
的
に
増
加
す
る
輸
入
額
は
最
初
の
輸
出
額
に
比
し
て
小
た
ら
ざ
る
を
符
な
い
口
換
一
一
目
す
れ
ば
、
泊
費
性
向
が
「
一
」
工
り
小
で
あ
る
以
上
、
い
か
な
る
国
に
・
お
い
て
も
輸
出
の
増
犬
を
短
期
間
に
経
常
収
支
の
友
か
で
相
殺
し
て
ふ
た
た
び
均
衡
に
も
ど
す
力
は
不
充
介
に
し
か
働
か
な
い
訳
で
あ
る
。
而
も
泊
費
性
向
は
所
得
水
準
の
高
い
同
程
小
さ
く
、
従
っ
て
調
整
不
足
も
甚
じ
い
。
乙
の
上
う
た
観
点
か
ら
、
合
衆
国
に
・
お
け
る
出
超
傾
向
の
根
源
を
相
対
的
に
高
い
貨
幣
所
得
水
準
に
求
め
る
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
既
に
見
た
如
く
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
が
価
格
の
変
化
よ
り
も
所
得
及
び
供
給
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
犬
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
認
識
に
鈴
み
て
、
ア
メ
リ
カ
に
上
る
関
税
の
引
下
を
無
意
味
と
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
効
果
を
過
大
汗
仰
し
な
い
よ
う
力
説
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
問
胞
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
所
得
循
環
の
特
性
に
か
t
ふ
る
乙
と
と
な
る
が
、
五
u
え
は
節
を
新
た
に
し
て
そ
れ
を
考
察
す
る
前
に
、
か
t
A
る
分
析
の
方
法
と
、
巨
大
た
独
占
の
存
杭
に
よ
ク
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
現
段
階
の
資
本
主
義
と
の
関
連
を
明
か
に
し
て
訟
乙
う
口
い
う
迄
も
た
く
、
近
代
資
本
主
義
訪
問
の
主
た
る
特
徴
の
一
ク
は
所
得
の
分
配
が
不
平
等
な
こ
と
で
あ
り
、
乙
れ
は
独
占
の
発
展
と
符
扱
な
関
係
を
も
ク
。
而
し
て
所
得
介
附
の
不
平
等
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
、
総
体
的
概
念
た
る
泊
費
性
向
は
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
n
ケ
イ
γ
ジ
ア
γ
の
介
析
は
か
tA
乙
治
伐
性
向
在
所
与
と
見
た
す
点
に
沿
い
て
本
質
的
に
短
期
の
理
論
で
あ
り
、
所
得
の
再
分
配
従
4
ク
て
「
社
会
的
川
の
定
化
在
九
州
十
る
ωで
は
K
く
、
主
に
、
班
十
代
の
社
会
機
構
を
与
え
ら
れ
た
場
合
い
か
に
し
て
資
本
主
義
を
運
行
せ
し
め
る
か
し
し
い
う
川
凶
な
取
払
ジ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
比
三
即
ち
そ
れ
は
、
所
得
と
官
の
配
介
を
合
め
た
、
従
ク
て
独
占
を
そ
の
特
徴
一
と
す
る
税
杭
の
社
会
桃
山
仰
を
そ
の
ま
L
う
け
い
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
ヶ
イ
シ
ズ
理
論
の
長
期
化
を
目
指
す
戦
後
の
ハ
ロ
判
/
下
及
び
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
果
し
て
よ
く
右
の
・
米
・
吹
川
辺
を
超
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
(註
3
)
H
F
H
O
C阿
}HHr叶
宮
口
ロ
宮
町
内
四
m
g門
g
s
t
r
o
巧
O
H
H
2
w
oロ
OH4・3
5怠
・
可
ωNH
(註
4
)
C
・
H
J
E
E
Z
Z
H
m
a二
山
口
昨
日
E
t
g
p
H
巴
S
S
E
-
2ュ
s
a・
HV
ゆ
3
1
8
0
(註
5
)
戸
戸
同
R
8
9
a
h
H
E
2
5
z
o
E
H
問
S
E
E
S
-
W
3
5
0仏
Z
E
S
L
S・
呂
田
d
でに
1
m
際
井
茂
訳
「
ハ
ロ
ッ
ド
同
際
経
街
学
」
昭
和
二
七
年
二
一
一
良
(註
6
)
同
回
吋
叫
o
b
p
z
g
。1
5
前
掲
邦
訳
六
四
!
七
五
一
以
(註
7
)
一
九
二
四
1
三
入
年
の
問
に
つ
い
て
計
算
し
た
斗
-
c・
c
Z品
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
(
二
・
九
一
)
英
本
国
(
一
・
入
二
ド
イ
ツ
(
二
・
O
)
で
あ
る
D
(8)
巴
邑
HOW
巴即日
g
a
n
-
A
V
O
問
。
o
Z
8
0「
〕
o
g
冨
4
5
E
円
。
河
口
2
3
5ぉ
・
句
-
S
岡
本
好
弘
訳
「
I
・
M
-
ケ
イ
シ
ズ
の
経
済
学
」
昭
和
二
五
一
年
、
入
九
頁
-
合
衆
国
内
部
に
お
け
る
長
期
的
調
整
策
の
拒
否
ハ
ロ
ヅ
ド
の
「
国
際
経
済
学
」
が
、
国
際
経
済
理
論
に
沿
い
て
一
ク
の
転
換
点
を
な
す
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
ヶ
イ
γ
ズ
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
ク
て
、
国
際
経
済
を
国
内
経
済
と
の
一
体
性
の
う
ち
に
と
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ク
た
点
に
そ
の
意
義
を
認
め
ら
れ
キ
ン
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
ポ
足
論
」
に
つ
い
て
五
経
営
と
経
済
一六
る
。
先
宇
、
封
鎖
休
制
に
沿
い
て
、
あ
る
一
定
期
間
に
沿
け
る
同
民
所
得
の
循
環
を
事
後
的
に
考
察
す
れ
ば
、
貯
蓄
S
と
純
投
資
M
と
は
相
等
し
い
。
と
れ
な
開
肢
体
制
に
適
用
す
れ
ば
、
輸
出
X
、
輸
入
M
、
対
外
投
計
百
を
加
え
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
ω
+同
町
H
H
a
+凶
l
宮
な
る
式
を
件
る
口
か
く
て
、
輸
出
入
及
び
対
外
投
資
は
、
間
内
に
h
お
け
る
所
得
循
環
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
且
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
-
と
と
な
る
口
而
し
て
、
外
国
と
の
関
係
か
ら
国
内
循
環
に
何
等
の
撹
乱
的
作
用
も
は
た
ら
か
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
∞H
E
-
-・
耳
目
凶
l
冨
と
な
る
口
事
後
的
に
見
た
場
合
、
間
際
牧
支
は
常
に
均
衡
し
、
経
常
牧
支
の
パ
一
ブ
Y
ス
は
資
本
牧
支
の
パ
ラ
シ
ス
に
よ
ク
て
完
全
に
相
殺
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
「
ド
ル
不
足
」
と
称
し
て
同
際
牧
支
の
不
均
衡
を
云
々
す
る
と
き
、
問
題
は
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
る
仕
方
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
経
常
牧
支
と
資
本
状
支
の
関
連
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
れ
を
め
ぐ
っ
て
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
一
一
極
の
歴
史
的
な
発
民
段
階
の
動
態
を
椛
想
す
る
。
そ
れ
は
、
経
常
収
支
と
資
本
収
支
の
組
み
合
せ
方
を
基
準
と
し
て
、
大
き
く
三
ク
の
発
展
段
.
階
を
、
人
間
の
成
長
に
及
ぞ
ら
え
ク
t
A
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
光
十
、
若
く
発
展
し
つ
-L
あ
る
債
務
国
ベ
。
ロ
ロ
m
g色
m
g当
宮
内
含
Z
2
で
は
、
経
常
牧
交
の
赤
字
に
対
応
し
て
作
木
輸
入
が
迅
速
に
哨
大
す
る
。
や
が
て
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
、
経
常
牧
支
が
均
衡
し
新
規
借
入
は
旧
ほ
の
返
済
を
賄
う
丈
に
止
る
段
附
を
へ
て
、
成
熟
ば
務
同
自
己
ロ
円
。
含
σ仲
良
乃
至
若
い
債
権
国
ベ
ogロ
m
R
R
o
e門
。
円
の
段
階
に
速
す
る
頃
は
、
経
常
収
支
の
黒
字
に
よ
り
、
自
力
で
代
以
内
山
を
か
え
し
、
そ
の
完
済
後
は
資
本
輸
出
が
始
ま
る
。
更
に
進
ん
で
海
外
投
資
か
ら
の
収
入
を
全
部
消
費
し
、
経
常
収
支
バ
白
木
牧
支
と
も
弔
と
な
る
過
程
を
へ
て
、
老
熟
依
権
問
自
己
目
。
。
s
a
Z
2
の
段
階
に
入
り
、
過
剰
泊
費
に
よ
る
経
常
牧
支
の
赤
字
を
在
外
投
資
の
光
却
に
よ
っ
て
怖
い
、
そ
れ
を
喰
い
演
す
に
及
ん
で
、
再
び
若
い
債
務
同
へ
回
帰
す
る
口
か
く
て
と
L
か
ら
、
「
短
期
の
借
入
又
は
返
済
に
上
っ
て
生
や
る
間
際
収
支
の
循
環
的
変
勤
を
別
と
す
れ
ば
、
債
務
の
純
返
済
は
、
そ
の
悶
が
あ
る
段
階
か
ら
次
の
段
階
へ
す
L
む
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
得
る
。
」
(
ロ
・
ω
-
u・
3
)
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
9
冒
と
こ
ろ
T
、
キ
γ
ド
ル
パ
l
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
現
在
来
い
債
権
問
の
段
階
に
あ
る
口
と
い
う
こ
と
は
、
「
過
少
輸
入
傾
向
L
L
泊
大
愉
山
傾
向
止
が
併
存
し
、
而
し
て
そ
れ
は
、
国
内
貯
蓄
が
国
内
投
資
機
会
を
上
廻
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
状
態
に
関
連
す
る
こ
と
を
.
一
小
唆
し
て
い
る
」
(
ロ
・
ω・
MM3)
果
し
て
然
ら
ば
、
合
衆
国
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
ド
ル
不
足
の
長
期
的
解
決
策
は
、
速
か
に
次
の
成
熟
債
権
問
の
段
階
に
う
つ
り
、
以
て
海
外
投
料
収
捻
在
全
部
泊
費
し
、
経
常
収
支
、
資
本
収
支
を
零
た
ら
し
め
る
乙
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね口
乙
の
為
故
も
端
的
た
方
法
は
、
所
作
介
川
ω川
訓
格
に
よ
ク
て
泊
費
水
準
を
高
め
る
乙
と
で
あ
ろ
う
。
吾
え
は
こ
も
λ
で
、
ケ
イ
ン
ズ
が
、
ア
メ
リ
カ
ω
一W
米
在
予
見
し
て
、
-hzmygω
け凶ロ円四
E
m
F
ロ
丘
ロ
問
、
.
8ロ
ロ
可
M
1
(
討
9
)
と
な
る
乙
と
に
よ
り
問
題
を
解
決
し
作
る
と
が
心
え
た
r
-
K
な
刊
附
し
た
い
n
こ
ω
上
う
な
比
併
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
が
、
賃
銀
を
生
産
力
の
噌
加
率
以
上
に
ひ
さ
あ
げ
、
そ
ω川
県
生
や
る
イ
ン
ソ
レ
l
シ
九
ン
が
、
輸
出
を
抑
圧
し
、
輸
入
を
増
加
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
、
一
一
九
l
・
ヂ
イ
1
ル
期
に
b
け
る
労
働
組
合
の
強
力
化
、
社
会
保
障
制
度
の
発
達
等
の
事
態
の
存
続
が
予
想
さ
れ
て
や
た
乙
と
は
、
容
易
に
犯
的
印
さ
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
ロ
然
し
乍
ら
、
「
ニ
ュ
1
・
ヂ
イ
1
ル
の
二
つ
の
契
機
で
あ
ク
た
景
気
回
復
と
経
済
改
革
の
う
ち
、
前
者
は
戦
争
に
よ
っ
て
強
力
的
に
解
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
ニ
ュ
1
・
ヂ
イ
1
ル
は
今
や
そ
の
改
革
的
契
機
の
み
を
聯
想
せ
し
め
る
乙
と
と
危
ク
た
」
(
註
凶
)
一
九
四
三
年
以
降
、
ピ
ッ
グ
・
ピ
ズ
ネ
ス
は
一
歩
え
唱
え
失
地
を
回
復
し
、
更
に
は
自
ら
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
ク
て
改
革
的
契
機
を
ゐ
し
演
し
て
い
っ
た
口
一
九
円
七
年
の
グ
ブ
T
・ハ
1
T
レ
1
法
が
そ
の
一
指
標
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
乙
t
A
に
於
て
、
合
衆
国
に
お
け
る
泊
費
水
準
の
上
井
が
窮
極
的
に
は
ド
ル
不
足
解
決
の
要
図
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
キ
シ
ド
ル
パ
1
・
ガ
ー
も
、
「
然
し
乍
ら
、
労
働
組
合
の
括
効
が
、
合
衆
同
で
か
L
る
結
果
を
短
期
間
に
招
来
せ
し
め
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
(
ロ
・
ω・
可
。
∞
)
と
す
る
0
.
更
に
進
ん
で
、
「
治
問
川
尚
数
は
一
夜
に
し
て
変
化
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
目
的
と
し
て
は
変
化
せ
し
め
符
な
い
。
」
(
ロ
・
∞
・
M
M
・
3
)
と
い
う
場
合
、
ロ
ピ
ン
ソ
Y
が
、
所
得
の
一
件
八
刀
配
に
よ
る
貯
蓄
率
の
引
下
げ
を
退
け
た
ハ
ロ
ヅ
ド
を
評
し
て
、
一
つ
の
「
政
治
的
立
場
」
に
立
つ
も
の
と
し
た
(
註
日
)
の
と
全
く
同
じ
批
判
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
長
期
的
解
決
策
と
し
て
の
所
得
の
再
配
分
を
拒
否
す
る
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
現
存
社
会
機
構
を
そ
の
ま
L
容
認
す
る
と
と
に
よ
ク
て
、
客
観
的
に
は
、
改
革
的
契
機
を
お
し
潰
し
た
独
占
資
本
の
立
場
に
通
や
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
、
先
に
玉
口
え
が
グ
イ
シ
ズ
理
論
に
与
え
た
本
質
規
定
を
一
歩
も
出
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
ヶ
イ
y
J〈
一
般
理
論
の
政
策
的
帰
結
は
、
有
効
需
要
の
不
足
を
埋
め
る
に
公
共
投
資
を
以
て
す
る
乙
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
直
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
「
生
産
的
雇
傭
の
高
水
準
を
許
容
し
、
農
民
に
対
し
て
は
公
正
な
価
格
を
認
め
、
広
汎
な
不
況
の
再
発
キ
ン
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
七
経
営
と
経
済
7¥、
を
排
除
す
る
如
き
経
済
的
諸
条
件
を
確
保
す
る
責
任
が
政
府
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
n
人
日
山
糸
川
の
所
符
及
雇
傭
の
高
い
水
準
が
国
際
貿
易
に
と
ク
て
重
大
注
意
義
を
も
ク
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
合
京
国
の
所
作
及
川
仰
政
策
は
、
川
中
に
国
内
的
の
み
な
ら
や
J
、
同
際
的
に
も
大
き
た
意
義
を
も
ク
た
の
で
あ
る
」
(
註
ロ
)
そ
れ
故
一
九
四
五
年
に
「
完
.
金
属
仰
訟
笑
」
明
ロ
ロ
開
EUEM--
E
g同
〉
立
え
S
B
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
ニ
ュ
l
・
ヂ
イ
1
ル
の
遺
産
を
う
け
ク
い
で
、
「
一
方
で
は
自
由
競
争
経
済
開
。
。
ロ
。
BU1
え
司
円
。
ぬ
れ
。
ョ
ロ
o
E…
。
ロ
の
総
立
を
期
し
、
他
方
に
沿
い
て
は
、
・
お
よ
そ
労
働
の
能
力
を
有
し
、
労
働
の
機
会
在
米
め
ク
E
A
あ
る
す
べ
て
の
同
尺
に
対
し
て
就
業
枚
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ク
た
。
」
(
註
日
)
故
鬼
頭
教
授
は
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
、
「
か
ふ
る
完
全
届
備
法
采
と
い
う
も
の
は
刈
則
的
注
意
味
を
も
ク
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
米
国
の
よ
う
な
本
米
資
本
主
義
的
た
問
で
政
府
が
・
本
格
的
次
計
画
派
済
に
の
り
出
す
、
い
ク
て
見
れ
ば
、
乙
れ
は
資
本
主
義
の
計
画
経
済
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
見
ら
れ
る
点
で
、
け
回
総
前
が
社
会
主
義
経
済
に
丈
行
わ
れ
る
と
い
う
、
と
れ
迄
の
考
え
方
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
豆
現
段
ぷ
・
味
を
も
っ
'
て
い
る
か
、
わ
で
あ
る
」
(
治
M
)
と
迄
激
賞
さ
れ
た
の
で
あ
ク
た
。
然
し
乍
ら
こ
人
で
も
、
ド
し
い
ん
則
的
制
点
か
ら
、
ド
マ
1
ル
と
と
も
に
投
れ
の
生
産
力
効
果
を
重
但
す
る
キ
シ
、
ド
ル
パ
l
ガ
1
は
、
ア
メ
リ
カ
が
現
杓
此
術
的
不
判
ω光
刊
を
切
ク
て
い
る
以
上
、
川
内
山
弘
行
ω川
大
が
長
期
的
に
は
実
質
所
得
の
増
加
を
生
み
、
そ
れ
丈
更
に
多
く
の
泊
別
川
明
引
を
生
L
す
る
こ
と
を
桁
附
す
る
円
と
こ
ろ
で
乙
れ
と
川
政
ω川
河
川
以
立
も
ク
が
故
に
成
長
率
理
論
を
構
想
す
る
に
至
っ
た
ハ
ロ
ヲ
ド
は
、
先
中
肉
内
対
策
と
し
て
、
利
子
市
の
引
下
げ
に
上
る
川
内
生
向
ω
迂
川
延
長
な
考
え
、
而
し
て
必
十
し
も
と
れ
に
技
術
的
革
新
が
伴
わ
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
無
利
子
の
川
川
市
伏
派
左
苑
行
し
作
る
安
定
法
金
に
よ
る
公
共
事
業
を
提
案
し
、
対
外
的
解
決
策
と
し
て
の
出
超
日
資
本
輸
出
に
つ
い
て
も
、
同
内
対
策
と
の
関
聯
に
む
い
て
行
わ
れ
る
国
際
計
画
を
主
張
し
た
の
で
あ
ク
た
口
(
註
日
)
吾
々
は
ハ
ロ
ッ
ド
の
所
論
の
う
ち
に
、
技
術
的
進
歩
に
お
い
て
む
く
れ
を
と
り
ク
ク
も
、
貿
易
に
依
存
す
る
乙
と
大
な
る
が
故
に
、
一
義
的
に
間
内
投
資
計
画
に
依
存
じ
得
ざ
る
イ
ギ
リ
ス
的
性
格
な
読
み
と
り
符
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
の
対
比
に
-
お
い
て
、
貿
易
依
存
皮
の
小
な
る
が
故
に
真
正
面
か
ら
公
共
投
資
計
画
を
振
り
か
ざ
す
完
全
M
服
飾
法
尖
の
ア
メ
リ
カ
的
特
色
を
指
摘
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
終
戦
直
後
ωア
メ
リ
カ
に
見
ら
れ
た
ニ
ュ
l
・
ヂ
イ
1
ル
の
桁
神
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
殆
ん
ど
払
拭
さ
れ
る
に
至
ク
て
い
る
n
こ
ω
こ
と
は
、
完
令
民
的
法
案
に
ク
い
て
劃
期
的
な
意
義
を
認
め
ら
れ
た
故
鬼
頭
教
授
す
ら
、
「
こ
れ
は
両
院
で
非
常
な
削
除
を
交
け
、
結
局
に
-
お
い
て
は
骨
抜
き
同
様
に
さ
れ
て
、
成
立
し
た
時
に
は
単
な
る
一
九
四
六
年
の
雇
傭
法
(
開
自
立
。
ヨ
同
百
三
〉
の
件
。
同
右
中
∞
)
に
す
ぎ
友
か
ク
た
o
」
(
註
日
間
)
と
い
う
乙
曹
と
に
上
づ
て
は
づ
き
り
認
め
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
一
九
四
六
年
の
雇
傭
法
に
つ
い
て
、
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
1
在
し
て
汚
ら
し
め
る
及
、
h
山
、
「
川
内
半
同
は
、
通
貨
及
財
政
政
策
に
よ
っ
て
完
全
屈
簡
を
維
持
す
べ
き
義
務
を
も
っ
て
い
る
口
乙
れ
は
プ
ス
リ
カ
が
、
川
mw川
九
日
山
ぃ
ー
や
川
山
貿
易
ぽ
草
草
案
に
・
お
い
て
認
め
た
と
乙
ろ
で
あ
り
二
九
四
六
年
の
雇
傭
法
で
も
山
べ
ら
れ
て
い
る
n
(
小
附
)
然
し
乍
ら
そ
ω江
川
ず
る
止
と
ろ
は
、
国
際
収
支
の
黒
字
を
も
っ
て
い
る
限
り
拡
張
的
な
通
貨
及
財
政
々
筑
汗
以
行
什
ね
ば
庁
、
ら
ね
曹
と
か
、
山
一
ヘ
市
川
が
川
じ
川
刊
一
附
川
什
が
変
劫
す
る
と
き
は
如
何
友
る
場
合
で
も
と
れ
を
す
べ
て
排
除
す
べ
き
り
日
を
約
京
し
た
も
の
で
た
い
と
止
は
明
か
で
あ
る
円
そ
乙
に
山
刈
み
'r
ゎ
山
村
る
と
と
は
精
々
、
合
衆
国
が
、
国
内
に
ゐ
け
る
長
期
投
資
の
永
続
的
沈
滞
の
結
果
生
や
る
不
況
に
対
処
す
べ
き
方
況
な
民
川
す
お
伏
広
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
に
止
る
口
そ
し
て
不
況
対
策
た
る
も
の
は
、
不
況
の
深
刻
さ
が
認
識
さ
れ
、
立
案
か
ら
実
施
さ
れ
る
伝
に
か
K
り
の
時
間
が
経
過
し
た
後
に
沿
い
て
や
っ
左
陽
の
目
を
見
る
も
の
た
の
で
あ
る
円
」
(
わ
『
ω己
g
司
-
w
E
2
0
t
2
m
2
H
a
Aロ
古
門
ロ
ω点。
g}
一向。。ロ。白山
2
3
H
φ
印
ω
司
旬
。
∞
!
。
以
下
特
別
必
要
な
場
合
を
除
い
て
は
、
戸
開
・
と
略
記
し
て
頁
数
を
一
不
す
)
と
。
再
々
は
か
L
る
九
州
出
の
抑
一
に
後
氾
左
京
、
ね
つ
L
あ
る
ニ
te-
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
悲
憤
を
若
取
す
ぺ
き
か
も
知
れ
な
い
口
然
し
乍
ら
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
が
、
「
一
一
川
に
上
っ
て
技
術
上
の
リ
ー
ダ
ー
シ
吋
/
プ
が
維
持
さ
作
て
い
る
以
上
、
安
本
輸
出
か
然
ら
宇
ん
ば
死
で
あ
る
。
」
(
ロ
・
ω・
M
M
寸
∞
)
止
し
、
父
、
「
特
定
の
条
件
の
下
で
は
、
貯
山
市
も
し
く
は
投
資
乃
至
そ
の
両
者
は
利
子
半
の
変
化
に
対
し
て
非
弾
力
的
で
あ
り
、
均
衡
を
宍
制
ぜ
ん
L
F
す
る
他
の
方
筑
に
対
し
て
も
絞
M
M
に
し
か
反
応
じ
友
い
。
と
の
よ
う
な
場
合
に
は
対
外
貸
付
叉
は
借
入
が
妥
当
で
あ
る
。
(
巾
時
)
川
判
的
対
外
投
作
一
が
何
等
か
の
理
山
で
休
止
状
態
に
あ
る
た
ら
、
支
払
差
額
の
不
均
衡
を
み
た
す
為
政
府
貸
付
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
同
・
開
・
司
ω
ご
み
し
い
う
と
き
、
彼
は
関
内
に
お
け
る
長
期
的
措
造
的
調
柊
策
を
全
く
拒
否
し
、
「
短
期
的
に
ヂ
イ
レ
γ
マ
か
ら
脱
出
す
る
唯
一
の
方
法
を
対
外
貸
付
に
求
め
る
」
(
ロ
・
ω・
司
・
誌
)
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
内
部
に
・
お
け
る
長
期
的
羽
税
策
を
拒
否
す
る
と
と
に
よ
づ
て
現
存
経
済
機
械
を
容
認
し
、
と
れ
に
何
等
か
の
変
革
を
加
え
ん
と
す
る
ニ
ュ
1
・
デ
イ
1
ル
の
精
神
を
放
楽
す
る
と
と
に
よ
ク
て
ピ
w
/
グ
ベ
ピ
ズ
ネ
ス
の
立
場
に
過
や
る
の
従
っ
て
問
題
は
対
外
的
に
解
決
さ
れ
ざ
る
を
符
十
、
と
-KA
に
短
期
的
解
決
策
と
し
て
資
本
輸
出
が
要
請
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
そ
れ
は
来
し
て
介
衆
国
自
身
に
内
在
す
る
矛
盾
及
び
全
世
界
的
な
ド
ル
不
足
の
困
難
を
絞
和
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
次
節
に
沿
い
て
五
日
え
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
九
経
営
と
経
済
四
O 
は
、
資
本
輸
出
の
効
果
を
先
や
ア
メ
リ
カ
に
及
ぼ
す
影
特
に
限
っ
て
考
察
す
る
と
と
に
し
よ
う
。
(註
9
)
M
・
E
・
問
。
河
口
gua--H，
yo
回
同
-
8
8
0町
吋
4
5
8
2
0町
各
市
ロ
ロ
{
丹
市
内
凶
凶
戸
時
OM--
問
。
。
ロ
。
旦
の
】
0ロ
ヨ
臼
r
H
S
F
s
a
y
-
口
N
l
∞吋
(
註
同
)
都
尚
荒
人
「
ア
メ
リ
カ
終
的
の
発
民
」
昭
和
二
六
年
‘
一
五
入
頁
(註
H
)
い「・問。
σ
E
5
0口
二
心
門
戸
同
日
吉
仏
-M
ワ
1
5
g仙
の
向
。
。
ロ
O
B
U
M
-
w
問
。
。
ロ
。
。
呂
町
O
H
O
ロ
ヨ
曲
目
・
己
誌
の
rrHAFAWMMME--m
〈
一
在
四
)
M
F
司・
z-w何回冊目
]
E
C
巳
丹
市
内
凶
虫
色
g
問。。ロ
ozo
可
O
】向。
w
mロ仏
H
Z
O
B
P
Z
O
B
戸
初
巴
丘
町
0
5
3
5
u凶
可
・
]
戸
。
〈
諸
問
)
批
孤
仁
三
郎
「
川
際
航
怖
と
…
山
内
以
の
抑
一
論
」
昭
二
四
年
三
一
一
貝
〈詰
M
)
前
川
川
H
J
=
ニコバ
〈
注
目
)
戸
司
・
同
日
刊
O
円
山
一
Z40J4臼向日帥
k
p
巴
】
己
記
回
目
。
同
noロ
0
5目白印主
rvu一回
-
F
R
E
S
問。ロ『
(σ)
〈治
M
m
)
見
州
、
小
川
ぬ
ほ
リ
コ
一
O
一九
問
、
資
本
州
川
と
循
環
的
不
均
衡
作
、
・
不
愉
山
が
ん
H
氷
川
に
・
お
け
る
経
済
活
動
の
安
定
要
閃
と
し
て
作
用
す
る
為
に
は
、
そ
れ
が
不
況
期
に
増
加
し
、
好
況
期
に
減
少
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
口
そ
し
て
も
し
、
利
子
市
が
同
内
に
長
け
る
資
金
の
長
期
需
要
を
反
映
し
て
循
環
的
に
変
動
す
る
な
ら
ば
、
諸
外
国
に
・
と
っ
て
も
、
不
況
期
に
合
衆
悶
か
F
円
借
入
れ
、
好
況
期
に
そ
れ
を
子
控
え
る
と
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
経
験
の
示
す
と
と
ろ
に
工
れ
ば
、
対
外
投
資
は
一
九
二
0
年
代
の
好
況
期
に
促
泌
さ
れ
、
逆
に
三
0
年
代
の
不
況
期
に
は
激
減
し
て
い
る
。
か
く
て
、
「
実
際
上
、
長
期
の
海
外
投
資
は
、
景
気
の
転
換
点
を
除
け
ば
沿
そ
ら
く
、
同
内
投
件
ハ
ム
)
積
極
的
に
関
聯
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
、
周
知
の
加
速
度
原
理
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
同
・
開
・
司
-ss
即
ち
、
同
内
投
資
の
減
少
は
、
所
得
従
っ
て
叉
輸
入
を
減
退
せ
し
め
る
一
方
、
外
国
に
も
不
況
を
伝
幡
す
る
と
と
に
上
っ
て
外
悶
に
対
す
る
貸
付
誘
因
を
弱
く
す
る
。
又
外
国
に
・
お
け
る
投
資
の
増
加
は
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
を
刺
戟
す
る
と
と
も
に
そ
れ
丈
潜
在
的
借
入
同
の
愉
出
を
減
じ
、
以
て
今
後
行
わ
る
べ
き
投
資
の
元
本
返
済
に
関
し
外
同
為
特
に
工
る
f
ラ
γ
ス
フ
ア
1
の
見
透
し
を
暗
く
せ
ざ
る
を
符
な
い
。
乙
れ
を
要
す
る
に
、
「
輸
出
水
準
が
高
け
れ
ば
高
い
程
、
そ
の
同
は
外
向
か
ら
工
り
多
く
の
信
用
を
与
え
る
に
値
い
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
低
け
れ
ば
低
い
程
、
そ
の
国
の
受
信
能
力
は
少
く
な
る
。
加
速
度
原
理
は
、
借
入
国
通
貨
表
示
の
収
治
性
と
そ
の
同
際
収
支
と
を
通
じ
て
、
る
」
(
同
・
開
・
句
・
ω
∞O
)
以
上
の
理
由
に
上
り
、
合
衆
向
の
「
対
外
犯
行
ω術
川
的
ピ
ヘ
イ
ピ
ァ
ー
は
、
そ
れ
が
な
い
場
合
の
同
際
収
支
の
循
環
的
ピ
ヘ
イ
ピ
ア
l
に
加
況
し
て
、
淀
川
牧
之
ω川
午
化
.
小
川
に
治
叫
す
る
工
う
仰
く
。
」
〈
ロ
・
ω・司・
8
l
H
)
而
し
て
こ
れ
乙
そ
、
ア
メ
リ
カ
の
交
取
m
m
Hド
ル
不
足
な
川
内
川
川
什
し
め
る
川
山
に
他
K
ら
次
い
の
で
あ
る
。
従
ク
て
、
一
度
不
況
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
の
発
端
が
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
と
石
し
し
及
川
わ
子
、
仙
川
に
比
し
て
そ
ω治
行
な
よ
り
迅
速
旦
深
刻
た
ら
し
め
、
逆
に
好
況
の
際
に
は
、
よ
り
終
段
且
そ
の
程
陀
も
限
ら
れ
た
も
ω
'
t
k
る
の
即
ち
ア
メ
リ
カ
は
、
川
以
収
支
の
赤
字
に
対
L
て
は
調
整
し
過
ぎ
、
黒
字
に
対
し
て
は
調
整
不
足
の
傾
向
を
も
ク
。
そ
し
て
、
「
こ
の
よ
う
な
0
5円
g
B℃
8
8
t
oロ
及
び
ロ
ロ
弘
2
8
5
H
u
g
s
z。
ロ
の
傾
向
が
あ
る
乙
と
、
か
ふ
る
傾
向
が
国
内
に
お
け
る
貯
告
と
投
門
機
会
と
の
関
係
の
両
放
で
あ
る
こ
と
、
放
に
、
古
典
派
理
論
の
如
く
経
常
収
支
が
容
に
怠
る
傾
向
が
あ
る
と
す
る
乙
と
は
、
現
実
の
諸
力
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
の
が
木
川
の
テ
l
マ
の
一
ク
な
の
で
あ
る
。
」
(
ロ
・
ω・
M
y
g
)
か
く
い
う
と
き
キ
シ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
所
符
介
析
か
ら
得
た
結
論
l
大
沢
の
花
沢
は
愉
山
の
増
加
に
関
し
て
は
調
整
不
足
の
傾
向
を
も
ク
乙
と
l
に
加
え
て
、
調
整
の
仕
方
が
各
国
経
済
の
特
殊
性
に
応
じ
て
共
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
特
共
性
と
は
、
そ
の
長
期
的
停
滞
傾
向
で
あ
ク
た
。
乙
L
に
沿
い
て
、
循
環
的
不
均
衡
、
H
d
o
ハU
M
1
己
古
色
岳
ω
2
Eロ
σ江
戸
回
目
を
規
定
し
て
、
「
そ
れ
は
、
各
同
に
治
け
る
景
気
循
環
の
諸
類
型
が。へ
1
ス
を
具
に
す
る
か
、
又
は
輸
入
品
に
対
す
る
需
要
の
所
作
弾
力
性
が
国
に
よ
ク
て
共
る
場
合
に
生
デ
る
。
」
(
戸
開
・
阿
川
・
色
町
)
と
す
る
と
き
、
循
環
的
不
均
衡
に
関
す
る
限
り
、
責
任
の
大
半
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
在
符
な
い
の
で
あ
る
。
(
ロ
・
m・同
M
H
寸同〉
以
上
の
事
実
は
文
、
国
際
通
貨
基
金
が
期
待
に
反
し
て
全
く
麻
持
す
る
に
至
ク
た
理
由
を
説
明
す
る
。
一
定
条
件
の
下
に
沿
い
て
各
加
民
国
に
与
え
ら
れ
る
中
央
銀
行
準
備
及
び
各
国
通
貨
の
プ
ー
ル
で
あ
る
と
乙
ろ
の
基
金
は
、
'
(
一
)
一
国
の
循
環
的
不
均
衡
が
、
景
気
循
環
の
一
周
期
の
問
に
パ
一
フ
シ
ス
す
る
乙
と
。
即
ち
、
不
況
期
に
赤
字
を
生
宇
る
国
は
、
好
況
期
の
黒
字
に
よ
っ
て
基
金
よ
り
の
借
入
額
を
返
済
し
、
他
方
、
不
況
期
に
黒
字
好
況
期
に
赤
字
を
生
十
る
国
は
、
夫
え
の
時
期
に
貸
付
乃
至
回
牧
す
る
こ
と
に
よ
ク
て
パ
一
ブ
シ
ス
を
回
復
す
る
こ
と
。
対
外
山
川
放
と
公
気
変
動
を
結
び
ク
け
る
の
で
あ
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
四
経
営
と
w
制
約
(
二
)
術
時
的
不
幻
仰
が
各
同
の
問
に
前
宜
発
生
す
る
乙
と
。
従
ク
て
、
金
額
の
差
と
そ
あ
れ
、
基
金
に
拠
出
さ
れ
た
如
何
な
る
国
の
泊
代
も
必
刊
と
さ
れ
る
乙
と
。
を
存
立
条
件
'
ょ
す
る
も
ωで
あ
ク
た
。
そ
乙
で
、
「
以
上
ω二
原
則
に
基
い
て
、
各
国
通
貨
の
共
同
プ
ー
ル
が
十
分
大
き
け
れ
ば
、
術
政
的
不
均
仰
な
川
う
川
収
川
公
と
し
て
抜
余
を
前
川
す
る
こ
と
が
出
米
る
。
然
し
乍
ら
、
も
し
特
定
の
国
が
景
気
循
環
の
特
定
品
凶
に
お
い
て
叫
に
一
氾
ω方
向
に
引
き
、
従
ク
て
収
'
乎
と
赤
字
と
が
当
波
川
川
内
に
相
殺
さ
れ
な
い
な
ら
、
基
金
は
困
難
に
直
面
せ
ざ
る
を
符
な
い
円
け
だ
し
判
定
内
ω川
代
が
稀
少
と
次
り
、
そ
の
他
の
問
え
の
通
れ
が
過
剰
と
な
る
か
ら
で
あ
る
c
」
(
H
・
開
・
司
-
S∞
)
上
司
の
よ
う
に
、
洪
水
的
出
を
尺
川
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
る
場
介
、
そ
れ
は
ド
ル
不
足
を
激
化
し
乙
そ
す
れ
決
し
て
解
治
す
る
方
向
に
作
用
し
な
い
ロ
従
ク
て
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
が
、
短
期
的
解
決
策
と
し
て
れ
本
的
出
を
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
ド
ル
不
足
を
穴
埋
め
し
局
面
左
刷
会
せ
ん
と
す
る
以
外
の
た
に
も
の
で
も
危
い
。
事
実
戦
後
の
ド
ル
不
足
以
、
A
H
米
凶
の
白
木
輸
出
乃
至
対
外
援
助
に
よ
ク
て
の
み
カ
ザ
ア
ー
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
Mmら
ば
乙
の
越
の
浜
本
輸
出
は
過
刺
貯
誌
に
悩
む
プ
メ
リ
カ
に
と
ク
て
如
何
な
る
意
味
を
も
ク
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
位
券
投
れ
と
並
ん
で
民
間
決
本
輸
出
の
主
要
形
態
を
な
す
区
間
仇
投
れ
放
に
戦
後
白
木
輸
出
の
代
表
的
形
態
た
る
対
外
援
助
に
ク
い
て
と
れ
を
検
討
し
上
う
。
先
や
ノ
、
直
扱
役
作
一
伏
、
ム
口
栄
同
に
h
お
け
る
過
剰
府
一
五
の
は
け
口
を
提
供
し
作
る
で
あ
ろ
う
か
。
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
会
社
は
借
入
資
金
と
社
内
凶
保
と
を
お
そ
ら
く
は
無
怠
識
的
に
区
分
し
、
後
才
に
ク
い
て
は
喜
ん
で
乙
れ
を
海
外
に
投
ナ
る
が
前
者
主
投
ホ
ノ
る
乙
と
は
好
ま
た
い
。
「
と
の
よ
う
友
考
え
方
が
存
在
す
る
限
り
、
区
日
以
投
件
、
が
行
わ
れ
で
も
、
そ
れ
が
貯
蓄
の
は
け
口
を
開
く
と
同
時
に
貯
苔
を
生
ぜ
し
め
る
と
と
と
な
る
か
ら
、
投
作
一
機
会
左
上
廻
る
貯
抗
の
現
存
超
過
分
に
と
ク
て
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
日
・
同
-
H
V
・∞
3
1
8〉
又
企
業
に
よ
ク
て
は
、
直
接
投
資
が
第
一
段
附
円
F
O
E
-
E】
丘
ω向
。
を
と
え
た
後
に
あ
ク
て
は
、
在
外
支
社
が
利
潤
を
生
む
限
り
に
司
お
い
て
浜
本
を
拡
張
す
る
も
の
が
あ
る
口
「
こ
の
よ
う
な
事
態
の
下
で
は
、
直
接
投
資
は
国
内
の
貯
蓄
や
投
資
限
公
と
会
く
処
問
係
で
あ
る
。
即
ち
、
在
外
支
社
の
利
潤
が
再
投
白
さ
れ
る
代
り
に
配
当
さ
れ
る
な
ら
、
治
資
、
貯
蓄
、
投
資
の
何
れ
も
が
す
べ
て
川
加
す
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
口
果
し
て
然
ら
ば
、
利
潤
が
外
国
で
生
ま
れ
た
に
せ
よ
国
内
で
生
み
出
さ
れ
た
に
せ
よ
兎
に
灼
そ
れ
を
ば
必
投
れ
に
あ
て
た
場
合
、
そ
れ
は
投
資
の
附
加
分
に
ひ
と
し
い
貯
苔
を
増
し
、
従
ク
て
既
存
の
超
過
貯
苔
を
何
等
相
殺
す
る
四
も
の
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
」
(
戸
開
・
可
・
ω
∞O
)
再
々
は
と
L
で
、
ア
メ
リ
カ
性
一
本
主
義
の
一
特
色
た
る
社
内
首
保
に
よ
る
資
本
の
自
己
調
達
が
問
題
の
解
決
に
役
立
た
な
い
ま
-A
で
、
或
は
自
国
に
不
足
す
る
原
料
資
源
を
未
開
発
地
岐
に
・
お
い
て
調
達
す
る
為
に
、
或
は
諸
外
同
の
関
税
昨
院
や
為
特
制
限
た
さ
け
て
愉
川
左
前
大
す
る
目
的
を
以
て
、
更
に
は
技
術
、
特
詐
杭
の
愉
出
の
如
く
外
同
貿
易
と
は
直
接
関
係
し
な
い
形
で
行
わ
れ
ろ
ば
収
川
以
内
托
刈
氾
し
て
い
る
と
と
に
注
目
し
て
お
と
う
。
次
に
二
九
コ
一
0
年
代
の
不
ポ
k
w枕
険
に
上
り
私
的
投
件
、
は
極
め
て
危
険
な
も
の
と
考
え
ち
れ
、
一
日
川
い
利
子
向
い
は
借
入
同
の
不
安
定
た
状
的
配
一
不
す
ホ
の
止
し
て
民
は
や
校
作
一
家
及
び
投
件
一
機
関
の
貸
付
意
欲
を
そ
ふ
ち
た
く
た
ク
た
と
き
、
乙
れ
に
代
っ
て
支
配
的
地
位
を
占
め
る
ω灯
、
各
杭
政
府
抑
制
問
乃
至
同
際
機
関
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
政
府
投
盗
で
あ
る
。
と
え
で
苦
々
は
第
一
次
大
戦
後
に
沿
い
て
、
理
論
的
に
も
1
現
宍
的
に
も
あ
れ
程
大
き
た
問
題
と
怠
っ
た
と
と
ろ
の
所
謂
「
T
一フ
Y
ス
ブ
ア
1
問
題
」
が
、
今
次
大
戦
後
に
あ
ク
て
は
全
く
治
減
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
に
注
意
し
た
い
。
キ
シ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
は
、
と
れ
を
借
入
国
側
の
事
情
か
ら
説
明
す
る
。
即
ち
、
管
理
通
貨
制
度
の
普
及
忙
よ
ク
て
各
国
政
府
は
、
も
は
や
一
般
的
勝
買
力
の
供
給
を
外
国
に
仰
ぐ
と
と
た
く
、
従
ク
て
通
貨
の
安
定
を
目
的
'
と
す
る
以
外
除
、
経
済
の
再
建
も
し
く
は
復
興
に
伴
う
附
加
的
輸
入
を
賄
う
資
金
を
求
め
て
い
る
。
か
く
て
、
「
問
題
は
、
借
入
金
を
T
ラ
シ
ス
ブ
ア
ー
す
る
為
に
入
超
を
生
ぜ
し
め
る
と
と
工
り
も
、
入
超
に
対
す
る
金
融
を
見
出
す
乙
と
に
あ
る
。
」
(
同
・
開
・
句
・
ω
印
)
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
れ
K
対
し
て
貸
付
図
ア
メ
リ
カ
は
、
不
況
期
間
中
所
得
及
雇
傭
の
拡
大
を
切
実
に
求
め
た
が
故
に
積
極
的
に
輸
出
金
融
の
為
の
貸
付
を
与
え
た
。
一
九
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
合
衆
同
輸
出
入
銀
行
は
、
本
来
、
「
価
格
を
引
き
上
げ
、
輸
出
を
拡
大
す
る
乙
と
を
そ
の
日
的
と
す
る
」
(
同
・
開
市
・
ぉ
3
も
の
で
あ
り
、
そ
の
貸
付
金
の
使
途
は
恐
慌
物
、
耐
久
財
等
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
品
ι限
ら
れ
、
そ
の
後
商
品
輸
送
や
保
険
業
務
も
ア
メ
リ
カ
の
会
社
に
限
定
さ
れ
る
と
と
に
工
ク
て
t
a
z
g
を
そ
の
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
ク
た
。
又
「
間
際
彼
興
開
発
銀
行
も
、
そ
の
当
局
者
は
と
れ
を
否
定
す
る
も
の
の
、
何
本
質
的
に
は
紐
っ
き
融
資
を
行
う
べ
く
発
足
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
Q
・
開
・
M
M
・
8
寸
)
け
だ
し
、
借
入
国
は
最
初
詳
細
た
計
画
書
を
提
示
し
、
そ
の
う
ち
に
如
何
友
る
商
品
を
如
何
段
る
固
か
ら
購
入
す
る
か
を
予
め
明
記
せ
ね
ば
段
ち
デ
、
而
し
て
そ
の
計
画
が
承
認
さ
れ
た
暁
に
は
、
当
該
輸
入
を
賄
う
為
に
必
要
注
通
貨
を
貸
付
け
ら
れ
'
る
と
と
に
怠
る
か
ら
で
あ
る
白
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
一
ブ
シ
下
の
域
外
調
達
。
R
m
F。
円
。
句
ロ
宮
町
何
回
ωσ
も
前
二
者
を
規
定
す
る
紐
ク
き
融
資
の
発
反
形
態
で
と
そ
あ
れ
、
決
し
て
無
縁
の
も
の
で
は
な
い
口
と
と
ろ
で
キ
シ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
ク
レ
デ
ィ
ツ
干
の
使
途
を
プ
メ
キ
ン
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
四
経
蛍
と
経
済
四
四
リ
カ
商
品
の
購
入
に
限
つ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
自
体
が
商
品
の
販
売
を
望
ん
で
い
た
不
況
期
、
及
び
、
郊
外
同
が
ア
メ
リ
カ
商
品
を
熱
望
し
、
而
も
ア
メ
リ
カ
が
世
界
中
で
最
も
安
く
且
唯
一
の
供
給
固
で
あ
っ
た
戦
時
並
に
戦
争
直
後
で
は
、
何
の
不
川
も
生
じ
な
か
っ
た
。
然
じ
乍
ら
、
「
借
入
国
が
、
輸
入
金
融
工
り
も
閏
内
投
資
に
主
た
る
関
心
を
一
不
し
始
め
た
時
、
締
っ
き
附
作
は
川
た
な
利
引
け
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
同
・
開
・
M
M
・
ω
∞
∞
〉
け
だ
し
ア
メ
リ
カ
が
必
や
し
も
世
界
中
で
最
も
安
い
市
場
で
は
な
く
且
他
に
所
一
四
の
向
ロ
聞
を
供
給
し
符
る
国
が
あ
っ
て
も
、
倫
旦
合
衆
国
商
品
の
購
入
を
必
至
と
す
る
乙
と
は
、
世
界
貿
易
に
工
る
生
出
川
河
辺
の
故
泊
利
川
と
い
う
原
則
を
破
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
叉
経
済
発
展
計
画
の
資
金
を
一
部
ア
メ
リ
カ
の
投
資
に
仰
い
だ
国
は
、
そ
の
化
沿
を
ア
メ
リ
カ
市
川
口
川
の
附
入
に
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、
補
完
的
資
材
を
同
国
内
で
調
達
す
る
か
或
は
第
三
国
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
円
山
川
小
引
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
信
用
創
出
又
は
赤
字
支
出
を
以
て
行
わ
れ
る
な
ら
、
イ
Y
プ
レ
1
シ
ョ
γ
を
生
じ
、
当
然
輸
入
を
川
ず
で
あ
九
う
円
何
れ
に
し
て
も
乙
-A
に
生
や
る
輸
入
増
加
に
つ
い
て
は
、
と
れ
を
賄
う
べ
き
外
国
為
替
が
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
川
は
必
然
的
に
流
動
性
準
備
の
減
少
を
来
た
し
、
ひ
い
て
は
平
価
切
下
乃
至
為
替
管
理
の
や
む
な
き
に
至
る
。
か
く
て
政
府
投
件
、
口
、
同
内
の
氾
刺
貯
苔
に
は
け
口
を
与
え
、
紐
ク
き
融
資
を
本
質
と
す
る
と
と
に
工
っ
て
所
得
及
び
居
間
の
前
大
を
も
た
ら
す
止
し
て
も
、
ま
さ
に
、
そ
の
故
に
、
ア
メ
リ
カ
の
目
的
と
す
る
多
角
貿
易
の
宍
現
を
妨
げ
ざ
る
を
符
怠
い
の
で
あ
る
ロ
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
も
い
う
、
「
紐
ク
き
融
資
は
、
全
然
与
え
ら
れ
な
い
よ
り
は
よ
い
か
も
知
れ
た
い
が
、
倫
理
論
的
に
は
、
パ
1
グ
1
取
引
に
似
る
と
も
劣
ら
た
い
程
貿
易
を
阻
害
す
る
o
」
(
ロ
・
ω・
司
・
∞
む
)
と
。
更
に
か
ふ
る
対
外
貸
付
の
元
利
返
済
を
問
題
と
す
る
場
合
、
根
本
的
に
は
、
介
内
品
川
が
現
段
階
か
ら
次
の
段
階
へ
移
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
解
決
し
得
る
と
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
然
る
に
、
「
合
衆
同
が
た
え
や
れ
一
本
を
放
出
す
れ
ば
、
短
期
の
間
際
牧
支
問
題
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
が
、
そ
れ
丈
E
m
v
g己
g弘一
E
m
F
E・4
山
口
問
。
。
ロ
ロ
可
吋
へ
と
長
期
的
に
発
展
す
る
と
と
を
緩
慢
な
ら
し
め
ざ
る
を
得
な
い
。
」
(
ロ
・
ω・M
M
・φ
M
)
か
く
い
え
つ
L
キ
シ
ド
ル
パ
1
ガ
ー
が
、
「
占
ん
も
品
作
目
沖
が
危
機
の
状
態
に
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
第
一
義
的
な
問
問
で
は
な
い
が
。
」
(
ロ
・
ω・M
M
・
3
〉
と
附
言
す
る
と
き
、
吾
々
は
国
内
に
沿
け
る
長
期
的
椛
造
的
調
整
策
を
拒
否
す
る
が
故
に
も
ち
出
さ
れ
た
対
外
収
助
が
、
長
則
的
解
決
を
お
く
ら
せ
、
下
ル
不
足
を
反
っ
て
股
性
化
せ
し
め
る
所
以
を
認
め
つ
L
も
、
僅
か
に
危
機
意
識
に
よ
っ
て
の
み
ん
Hm化
さ
れ
て
い
る
と
と
に
注
意
し
た
い
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
キ
γ
ド
ル
パ
l
ガ
ー
は
、
現
存
経
済
機
枯
の
存
続
を
前
提
と
す
る
が
故
に
出
超
H
資
本
輸
出
を
必
至
と
し
、
而
し
て
そ
の
為
に
は
平
和
の
到
来
を
・
お
そ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
別
の
立
場
工
り
す
る
論
理
を
事
実
上
承
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ロ
そ
し
て
乙
L
に
合
衆
国
が
、
問
題
の
本
質
的
た
解
決
へ
の
努
力
を
放
楽
し
て
し
ま
う
以
上
、
ド
ル
不
足
に
対
す
る
調
整
の
負
担
は
、
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
え
に
h
申
し
つ
け
ら
れ
る
と
と
L
な
る
の
で
あ
る
口
(
未
完
)
キ
シ
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
「
ド
ル
不
足
論
」
に
つ
い
て
四
五
